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資料６            事前評価表（無償資金協力） 

１．対象事業名 
モンゴル国 消防機材及び維持修繕作業施設改善計画 
２．我が国が援助をすることの必要性・妥当性 
 モンゴル国ウランバートル市は、都市部への人口集中が急激に進んだ結果、火災に無防備な住宅密集地
域（ゲル地区）も急増したため、年間火災発生件数が 1995 年に 571 件であったものが 2000 年には 1,100
件にまで増大した。また、産業構造の変化に伴う大規模な特殊火災（高層建築物・危険物火災等）発生の
可能性や、市街地へも迫る森林草原地帯における火災も急増している。しかしながら UBFS は、消防機材（車
両）の老朽化とともに稼動可能な消防車両が減少したため、急増する火災に対応できない。 
(1) 一般住宅火災だけでなく、都市型火災（高層建築物・危険物火災等）や郊外に頻発する森林・草原
火災に対する有効な機材がないため、これらの火災に対応できない 
(2) 無線通信設備が貧弱なため、円滑な機材の運用や迅速な対応ができない 
等の問題を抱え、市民の生活に必要となる公共行政サービスの実施が困難な状況にある。 

 我が国はモンゴル国に対する経済協力政策の中で「基礎的生活支援」を重点分野の１つとして掲げ、民
生の安全確保という点から防災の重要性を認識している。 
３．協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
 本協力対象事業では、UBFS 本部及び消防局が管轄する 12 の消防署に対して消防車両や通信通信機材等を
整備することにより、1)UBFS の消防力を改善・整備する、2)市民の安全を確保する、3)自然環境・資源を
保護することを目的とする。 
４．事業内容 
(1) 対象 
  ウランバートル特別市 
(2) アウトプット 
対象地区における消防署（車輌含む）及びメンテナンス施設の整備 

(3) インプット 
UBFS 本部及び UBFS 管轄下の 12 の消防署に対する消防車輌（計 17 台）、無線通信システム機材、メン
テナンス機材、ラボラトリー機材の整備 
(4) 総事業費 
日本側 ：7.39 億円 
相手国側：0.02 百万円 

(5) スケジュール 
詳細設計を含め 12 ヶ月が見込まれる。 
(6) 実施体制 
  モンゴル国：法務・内務省消防局が実施機関となり、直接の担当部署はウランバートル市消防局（UBFS）
である。日本側としてコンサルタントが、詳細設計･入札図書の作成･建設工事の監理を行う。 
５．プロジェクトの成果 
  火災の態様に適合した消防車両が配備され、かつ消防無線通信システムが整備されること 
  により、火災現場への迅速な出動が可能となり、火災現場への到着時間が短縮される。 
  プロジェクト実施前（現状） ９ 分     実施後  ６ 分 
６．外部要因リスク 
(1) 消防職員の技術レベルの確保 
  消防機材の維持管理及び消防機材の運用取扱を担当する消防職員の技術レベルを維持するために、教
育訓練が継続して実施される必要がある。 
(2) インフラと消防活動 
  都市の開発に伴う道路、消防水利、建築物等が消防活動の困難性を急激に増大させないことが必要で
ある。 
７．今後の評価計画 
(1) 終了時評価に用いる成果指標 
・通報を受けてから消防車が到着するまでの時間 
(2) 評価のタイミング 
 ・2003 年機材配備終了時に評価 
 



資料７　収集資料リスト

番号 資 料 の 名 称 形式 発行機関

1 Mongolia Statistical Yearbook オリジナル National Statical Office of Mongolia

2
Action Program of the Government of Mongolia概
要版

オリジナル Ministry of Justice and Home Affair

4 火災安全に関する法規集 （2000年） オリジナル
Government Implementory Agency

Fire－Fighting Department

6
ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ市近郊地図   （東部、西部、南部、北
部）  １／５０,０００

オリジナル
Cartographic Enterprise of the State

Administration of Geodesy and Cartography

8 ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ市近郊地図    １／２００,０００ オリジナル
Cartographic Enterprise of the State

Administration of Geodesy and Cartography

9 ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ市近郊地図      １／２０,０００ オリジナル
Government Implementory Agency

Fire－Fighting Department

10
ｳﾗﾝﾊﾞｰﾄﾙ市東部  ﾃﾚﾙｼﾞ､ﾅﾗｲﾊ地区近郊地図
１／１００,０００

オリジナル
Cartographic Enterprise of the State

Administration of Geodesy and Cartography

11 市民防火防災実技指導要領 コピー
Government Implementory Agency

Fire－Fighting Department

12 Questionaire回答集 コピー
Government Implementory Agency

Fire－Fighting Department
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資料８ その他の資料

消防署
配置
人員

配置
人員

HQ 指揮車×３ 各１ 継続 → 3 指揮車

10 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 配転 更新 7 １０ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 1 配転

２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 廃車 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車（４WD)

６ｔタンク車 廃車 更新 2 ８ｔタンク車

１．５ｔ水槽付ポンプ車 7 継続 → 1 １．５ｔ水槽付ポンプ車

０．５ｔ簡易水槽ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ 1 継続 → 1 ０．５ｔ簡易水槽ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ

６ｔタンク車 1 配転 更新 3 ３５ｍはしご車

３０ｍはしご車 廃車 新規 1 照明電源車

２０ｍはしご車 1 他用途

11 山林消火車 1 継続 → 山林消火車

２．４ｔ水槽付ポンプ車 3 廃車 配転 5 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

配転 1 ６ｔタンク車

14 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 廃車 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 3 廃車 更新 2 ８ｔタンク車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 配転

18 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 継続 → 7 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 3 継続 → 1 ６ｔタンク車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 廃車

26 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 廃車 更新 7 １０ｔ水槽付ポンプ車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 廃車

６ｔタンク車 1 配転 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車（４WD)

３０ｍはしご車 廃車 更新 2 ８ｔタンク車

山林消火車 継続 → 山林消火車

28 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 6 廃車 配転 7 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 1 継続 → 1 ６ｔタンク車

２．４ｔ水槽付ポンプ車 5 廃車 配転 1 ６ｔタンク車(給水用）

29 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 6 配転 更新 7 化学車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 6 廃車 配転 1 ６ｔタンク車

３０ｍはしご車 1 継続 → 1 ３０ｍはしご車

30 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 配転 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車（４WD)

６ｔタンク車 1 配転 更新 2 ８ｔタンク車

２．４ｔ水槽付ポンプ車 廃車

34 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 0 廃車 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車（４WD)

６ｔタンク車 0 継続 新規 2 ８ｔタンク車

配転 7 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

→ 1 ６ｔタンク車

64 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 7 廃車 更新 7 ４ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 1 廃車 更新 2 ８ｔタンク車

２．４ｔ水槽付ポンプ車 7 継続 → 7 ２．４ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 1 継続 → 1 ６ｔタンク車

３０ｍはしご車 3 修理

65 ６ｔタンク車 廃車 配転 5 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 4 廃車 配転 1 ６ｔタンク車

２．１ｔ水槽付ポンプ車 廃車

80 ２．１ｔ水槽付ポンプ車 5 継続 → 5 ２．１ｔ水槽付ポンプ車

６ｔタンク車 1 継続 → 1 ６ｔタンク車

既存車両の現状 新規機材および既存車両の再配備

8-1　継続使用が可能な既存車両の再配備の検討
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8-2 消防車両の寒冷地対策 

                                                                ﾎﾟﾝﾌﾟ室密閉(例) 
                                                                      
 
                                                    

ﾃｰﾌﾟﾋｰﾀｰ→ 
   (例) 
 
 
 
 
 
 

                   

                   

・吸水口、吐水口をｼｬｯﾀｰ内に取付 
・ﾀﾝｸ吸水系統、ｺｯｸにﾃｰﾌﾟﾋｰﾀｰを取付 
・圧力計、連成計配管の保温 

ﾎﾞﾃﾞｨｰ外面にﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ塗装 

・PTO、ﾎﾟﾝﾌﾟのﾍﾞｱﾘﾝｸﾞｹｰｽ、高圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

等のｵｲﾙに寒冷地用を使用 
・水ﾎﾟﾝﾌﾟのｸﾞﾘｽ、ﾎﾟﾝﾌﾟ駆動ｼｬﾌﾄのｸﾞﾘｽ

・ﾎﾟﾝﾌﾟに不凍液注入装置を取付 

ﾎﾟﾝﾌﾟ室を密閉 

・ﾗｼﾞｴﾀｰ不凍液－35℃対応品 
・寒冷地用ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ  
・ﾊﾞｯﾃﾘｰ容量ｱｯﾌ  ゚
・ｵﾙﾀﾈｰﾀ容量ｱｯﾌ  ゚
・ｴｱｲﾝﾃｰｸﾋｰﾀｰ 等 

主な寒冷地仕様 例 ① 水槽付ポンプ車 8-2-1 水槽付ポンプ車 
   

   

   
の駆動ｷﾞｱｹｰｽ

はｼﾘｺﾝ含有 

・水ﾀﾝｸ外周全面断熱材措置 
・水ﾀﾝｸ内ﾊﾟｲﾌﾟﾋｰﾀｰ取付 

・軽油燃焼式ﾋｰﾀｰをﾎﾟﾝﾌﾟ室内へ取付 
・ﾀﾞｸﾄにて水ﾎﾟﾝﾌﾟ、真空ﾎﾟﾝﾌﾟ、ﾀﾝｸ吸水管を

保温。燃料はｴﾝｼﾞﾝの軽油から供給 
 

ﾃｰﾙﾗﾝﾌﾟ等に保護枠取付 

・ｴｷｿﾞｽﾄﾏﾌﾗｰの熱をﾎﾟﾝﾌﾟ室内に取込む形でｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰを取付 
・ﾎﾟﾝﾌﾟ室ｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰ取付 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
ｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞ(例)ｰ→ 

・ﾎﾟﾝﾌﾟﾄﾞﾚﾝはｱﾝﾀﾞｰｶﾊﾞｰ内取付 
・全配管、全ﾎﾞｰﾙｺｯｸ、全計器にﾄﾞﾚﾝ取付 
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・ﾊﾞｽｹｯﾄ本体の幌ｶﾊﾞ  ー
・操作部BOXの幌ｶﾊﾞ  ー
・ﾊﾞｽｹｯﾄ下部ｷｬｽﾀｰ径を大きくする 
・ﾊﾞｽｹｯﾄ内油圧ﾊﾟｲﾌﾟにﾃｰﾌﾟ式断熱材 

・油圧機器に耐寒ｼｰﾙを使

・細い配管にはﾃｰﾌﾟ式断

・ﾀｰﾝﾃｰﾌﾞﾙ下部にｱﾝﾀﾞｰｶ

・ｵｲﾙﾀﾝｸからｵｲﾙﾎﾟﾝﾌﾟ間

主な寒冷 はしご車

・支持

・油圧

・油圧

資料８

ｼﾞｬｯｷ石突用滑り止めｽﾊﾟｲｸ及び取付ﾌﾞﾗｹｯﾄを付属する 
 

・検出ｾﾝｻｰ､ﾘﾐ

・ｺﾝﾄﾛｰﾗ等の電 ｼﾘｺﾝｺｰﾃ

ｲﾝｸﾞで凍結防止

・基部姿勢表示

・ｺﾝﾄﾛｰﾗｰﾚﾊﾞｰ も外気を

遮断する 
 

・ｼﾞｬｯｷﾚﾊﾞｰを露出させない 
・後面電磁弁BOX内は外気を遮断する 

8-2-2 はしご

 
 
 

地仕様 例 ② 

ﾌﾚｰﾑに幌ｶﾊﾞ  ー

 配管にﾃｰﾌﾟ式断熱材 
ｯﾄｽｲｯﾁを低温用に 
子部品の基盤に防湿用

 
板ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰに幌ｶﾊﾞ  ー
は露出させない。裏部

車 
作動油・ｵｲﾙﾀﾝｸ･油脂等 
・ISO規格またはVG15同等品のｵｲﾙを使用 
・ｵｲﾙﾀﾝｸ本体に温度計を取付 
・可能な限り高い位置に取付 
 

※ﾎﾟﾝﾌﾟ車と重複する部分は一部省略した 

用 
熱剤を使用 
ﾊﾞ  ー
は太い管とし、かつ、ﾃｰﾌﾟ式断熱材を使用 

ｼﾘﾝﾀﾞに耐寒ｼｰﾙを使用 

－２－2 
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8-3 森林草原火災への対応 
 
森林草原火災派遣隊の編成 

 

UBFSでは、森林草原火災の発生場所にかかわらず、派遣隊の人員及び機材を一時的に
はウランバートル市中心部の第10消防署、バガヌール市の第64消防署を拠点として参
集させ、空港及び空軍基地から航空機で現地に派遣している。実際、これまで、過去

に発生した森林草原火災は、ウランバートル市北部の山沿いが最も多く、空軍との連

携は緊密に行っている。 
 

UBFSにおける森林草原火災への対応は次のとおり 
 

（参集方法） 
 

原則として、ウランバートル市街地の各消防署（第 10、第 11、第 14、第 18、第 26、第
29、第 30、第 34、第 65）からは第 10消防署に参集、東方地区の遠隔地にある消防署（第
28、第 64、第 80）からは第 64消防署に参集する。 
 

（現地派遣方法） 
 

1) 第 10、第 64いずれからも遠隔地の場合 
第 10署参集隊：全機材とともに、ブヤントオハー空港へ 
第 64 署参集隊：人員をナライハ空軍基地からブヤントオハー空港へ移送、ブヤント

オハー空港にて全隊が合流し、航空機等により現地へ派遣される。 
 

2) 第 10近隣地の場合 
第 10署参集隊：マイクロバスで人員をトラックで全機材を積載し現地へ向かう。 
第 64署参集隊：人員をナライハ空軍基地からブヤントオハー空港へ移送。マイクロ

バスにて現地へ、現地本部で機材を受領する 
 

3) 第 64近隣地の場合 
第 10署参集隊：ブヤントオハー空港から航空機でナライハ空軍基地へ人員及び機材

を移送、ナライハ空軍基地で合流し現地へ向かう 
第 64署参集隊：ナライハ空軍基地で第 10署参集隊と合流 

 
 



8-4  ラボラトリー機材の検討 

 
ラボラトリー用 測定・分析機材にかかる検討 
 

火災原因調査に特化したラボラトリー用の測定・分析機材については、主に、下記の4種が上げられる。

これについて、同等品を使用している東京消防庁における使用実績及びランニングコストを参考にした

ところ、同庁においては、年間約6,000件のうち、約100件についてこれら機材を用いて火災原因判定に

かかる鑑定を行っている。 

 

機材の消耗品に必要となる経費は、使用頻度、使用目的、電源/電圧の変化、及び使用者の技術レ

ベル等によって異なるが、UBFSではこれら機材を用いた鑑定業務の実績がない。したがって、東京消

防庁の鑑定実績である、100/6000の割合でUBFSも鑑定業務も行うと仮定し、ウランバートル市内の

2000年中火災件数1100件の1/60、つまり年間約20件程度の鑑定を実施するとものとして、機材ごとの

使用頻度を東京消防庁の例で設定し、それにかかるﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄを算出した。 

なお、いずれの機材も本体（測定部）、コンピュータ（分析部）、プリンター（記録出力）で構成されてい

る。 

 
１ 熱分析装置（示差熱分析機） 

 
目 的：物質の発熱や融点の測定 
具体例：火災現場で採取したもの、または同様品を用いて、繊維、プラスチック等の発火点の確

認及び識別をする。 
効 果：出火状況を分析し、延焼拡大の要因を検証、その結果を火災予防指導に用いる。 
想定使用頻度：1 件の鑑定で概ね 1 回 年間約 20 回使用 

ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ： 
 

Cell with lid  若しくは Pan with lid 約¥400,000- 

Ink Cartridge 約¥20,000- 

冷却用窒素 :  N2  Gas 約¥１00,000- 

 
 
 
 
２ 質量分析計（ガスクロマトグラフィー） 

 
目 的：液体（ｶﾞｿﾘﾝ、ｼﾝﾅｰ、灯油等）、気体混合物の分析、石油製品の同定（Identify） 
具体例：火災現場で採取した液体、気体を分析し、もとの物質を特定する。 
効 果：放火の証拠とし警察と連携。市民に危険物の適正管理を促し、火災予防を図る。 
想定使用頻度：1件の鑑定で約4回 年間80回使用 

  ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ： 

カラム : Column  約¥1,500,000- 

キャリアガス : He  約¥100,000- 

イオンソース : Ion source 約¥250,000- 

標準試料 : Standard sample 約¥150,000- 

フィラメント : Firament  約¥100,000- 

Ink Cartridge 約¥20,000- 

ポンプ用オイル: Machine oil for pump 約¥250,000- 
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３ 赤外線分光光度計 

 
目 的：IR の吸収と透過で繊維、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ、液体、固体の成分分析を行う 
具体例：静電気爆発火災等の原因を特定するため、採取した衣服の繊維を分析する。 
効 果：火災原因の特定を行い、統計処理するとともに、その結果を事例として火災予防広

報に活用する。また、危険物取扱者に注意を喚起する。 
想定使用頻度：1 件の鑑定で約 2 回 年間 40 回使用 
ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ： 

Br粉末 : KBr Powder            約¥50,000- 

シリカゲル : Silica Gel   約¥40,000- 

Ink Cartridge 約¥20,000- 

サンプルセル Sample Cell         約¥200,000- 

光源 Light Source              約¥100,000- 

 
４ X 線回析装置 

 
目 的：金属元素の量及び成分分析を行う。 
具体例：電線の短絡痕を元素の状態まで詳しく分析し、漏電によるものか、火災後の熱による短

絡かを判別する。 
効 果：火災原因の特定を行い、統計処理するとともに、その結果を事例として火災予防広報に

活用する。 
想定使用頻度：1 件の鑑定で約 2 回 年間 40 回使用 

 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ： 
 

X線管球 :X-ray tube  約¥1,100,000- 

標準試料 : Standard Sample 約¥200,000- 

ガラス板 : Glass Plate 約¥500,000- 

Ink Cartridge  約¥20,000 
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資料 9 ｿﾌﾄ･ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ計画書 

 

 

 

 

 

 

モンゴル国消防機材及び維持修繕作業施設改善計画 
 

ソフト・コンポーネント計画書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００２年 2月 
 

      

 

 

 

財団法人日本消防設備安全センター 
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Ⅰ 基本的事項 

 

１ 案件名 

  モンゴル国消防機材及び維持修繕作業施設改善計画 

 (The Project for Improvement of Fire Fighting Equipment and Maintenance Workshop in 

Mongolia) 

 

２  E/N 期間（予定） 

2002年3月29日～2003年3月28日 

限度額（予定） 739,000千円 

 

３  実施形態  

エンジニアリング支援 

 

４ 現地要員 

  有（補助者２人、通訳として） 契約書 無 

 

５ 実施期間(予定) 

  国内業務  2003年 1月下旬～ 2003年 2月中旬 

   現地業務  2003年 2月中旬～  2003年 2月下旬 

 

６ 業務完了時期 

機材引渡と同時期 

 

７ 支払 

  前払有り 
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Ⅱ 業務計画   

 

１ 背 景 

 
(1)  モンゴル国は市場経済体制への移行の過程にあり、特にウランバートル市周辺にでは、

都市化、近代化が急速に進展しつつあり、このため消防防災上次のような課題に直面し

ている。 

 

1) 都市部への人口集中と住宅密集地域の増加に伴って、火災件数及び火災による損害額

が増加傾向にあり、延焼拡大の危険も増加している。 

2） 生活様式、産業構造の変化に伴って、火災原因及び延焼危険が多様化している。 

3) 特殊火災（高層建物、大規模建物、密集地、危険物火災等）が発生しており、火災状

況が複雑化、多様化している。 

4) 道路、交通事情、消防水利等のインフラが未整備であり、消防活動の困難性が高い。 

 

(2)  このような状況下、我が国の無償資金協力により消防機材の供与等の実施されるにあ

たり、機材の維持管理、運用体制、取扱技術等についての現状及び問題点は、次のとお

りである。 

 

1) 全般 

 本プロジェクトにより供与される予定の主な機材は、消防車両の更新17台（既存車両41

台のうち）、無線通信システムの全部及び車両用のメンテナンス機材等である。 

 これらの機材は基本的には現有機材の更新である。現有の消防車両は20～30年、無線通

信システムは25年以上経過しており、その設計コンセプトが近年の機材とは大きく異な

っている等の事情から、新規の機材等の導入に準じた技術協力が必要である。 

 

2） 機材の維持管理 

 ①  消防機材の維持管理について、消防車両は整備工場又は消防署において、その他の

機材は消防署において実施される仕組みになっている。 

 ②  整備用の施設・機材・工具類の多くは老朽化し、修理用のパーツも入手不能のもの

が多く不足している状況である。 

 ③ 車両、機材が旧型で老朽化し故障が多い一方で、前②の事情により修理可能な範囲

が限られている。また無線通信システムは老朽が著しいため整備は実施されていない。 

 ④ 機材は、故障した場合の修理のみが行われており、計画的な点検や予防整備はほと

んど実施されていない。またこのためのマニュアルもない。 
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  ⑤  整備担当者の中には専門課程の修了者もおり、整備の実績から見ると既存の機材に

関しての整備技術はある程度有しているといえる。 

 

3)  運用体制・取扱技術 

火災等の災害が発生した場合、災害の状況に応じて消防部隊、人員を迅速、適切に  

出動し活動させるためには、部隊等の運用体制の確立、消防戦術及び機材の取扱技術  

の向上が不可欠である。 

①  UBFSにおいては、無線通信システムが老朽化していることもあって現状では有線

電話等による限られた情報に基づいて上席者が指揮・判断を行っているため迅速性に

欠け、また組織的、計画的運用体制が整備されていない。 

② 消防戦術は、通常の木造家屋の火災等に対しては確立されているものの、高層建物、

危険物火災等、高度及び特殊な火災に対しては、データ、経験及び機材の不足等のた

め確立されていない。 

③  機材の取扱技術については、ポンプ車のほか、はしご車、化学車等の特殊車を含め

て、「基本的な」技術は備えているが特殊な火災や長距離送水要領等については不十

分である。 

 

(3)  ソフトコンポーネント導入の必要性 

以上の点からソフトコンポーネントを導入する必要性及び解決すべき事項は次のとお 

りである。 

  

1)  機材等の維持管理について 

  ①  機材を適切に維持管理するための設備・機材、人員、経費等の体制を確立する。 

  ②  点検整備を効果的に実施するために、点検整備の種別、時期、実施内容等を定め、       

計画的かつ統一的に実施する。 

  ③  点検整備技術の向上、統一を図るための「点検整備マニュアル」を作成するととも      

に、教育訓練を実施する。 

 

2)  機材等の運用技術について 

   ①  無線通信システムの機能と運用方法を指導するとともに、これを効果的に活用し      

災害の発生地点、災害種別、規模等に応じて消防部隊を出場させ、運用する等の計           

画を作成する。 

②  高層建物、危険物火災等特殊又は困難性の高い災害について、状況に応じた消防活         

動戦術の技術移転を行う。 
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③  供与機材について、災害種別、状況に応じた消防機材の運用、取扱技術の指導を行       

う。 

 

(4)  以上のことから、本プロジェクトの実施にあたって導入するソフトコンポーネントを次

のとおり計画する。 

 

 1)  消防機材及び通信設備の維持管理 （機材管理） 

 2)  消防機材及び通信設備の運用技術  （機材運用） 

 

２ 目 標 

 

ソフトコンポーネントの導入により解決される目標は次のとおりである。 

 

(1)  機材管理 

 消防機材が適切に維持管理され、災害活動において十分に機能が発揮される。 

 

(2)  機材運用 

・消防部隊（車両）・機材・人員が災害の種別・規模等に応じて最適に運用される。 

・適切な消防活動が行われる。 

なお、上位目標は次のとおりである。 

「ウランバートル市の消防活動が適切に実施され、火災等の災害による被害が軽減される。」 

 

３  成 果（直接的効果） 

 

ソフトコンポーネントの実施により期待される成果（直接的効果）は次のとおりである。 

 

(1)  機材管理 

① 消防機材の維持管理が計画的に行われる。 

 現状では故障した機材の修理に追われ、計画的な点検整備が実施されていない。このた

め、点検整備の体制強化と合わせて予防整備を重点とした点検整備計画を作成し、実施

する。また、実施記録を機材管理計画に反映させる。 

② 点検整備マニュアルが作成され、技術レベルの向上が図られる。 

 現状では点検整備要領は基準化されておらず、技術管理対策も確立されていないため 

 機材ごとの点検整備マニュアルを作成し、これに基づき技術向上を図る。 

  ③ 消防機材の故障率が減少し、維持管理費も減少する。また長期的に見れば、機材の耐 
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  用年数が延伸される。 

現有車両の約半数は故障ないしは、廃車予定であり、稼動している残りの車両であって

も老朽化が著しい 

本計画の実施により第一線車両の約半数が更新されることから、故障修理は大幅に減 

少することになる。これを契機に消防車両を中心に計画的な点検整備を実施することに 

より、維持管理が適切に行われる。 

 

(2)  機材運用 

① 火災等の状況（種別、規模、危険性等）に応じて最適に消防部隊、機材、人員が投入 

され、消防活動が適切に実施される。 

現在の無線通信システムは故障し機能していないため、適切な消防部隊運用が行えない。

本計画の実施により同システムが整備されるのに合わせて、部隊出場／運用計画を作成 

・導入する。 

 その結果、迅速的確な情報に基づく指揮活動によって適切な消防力の投入が可能となり、

災害への出場車両数、到着時間及び活動に要する時間等が改善される。 

② 災害活動に応じた消防戦術が確立され、特殊又は困難な災害にへの対応力が向上する。 

 高層建物、危険物、密集地火災等の特殊災害や都市型の災害に対する「消防戦術マニュ  

アル」が作成され、活用されることにより消防戦術や機材の運用方法が向上する。 

③ 消防隊員の機材取扱技術が向上し、消防活動が効果的に行われる。 

 「消防機材取扱マニュアル」が作成され、これに基づく教育・訓練が実施されることに

より機材取扱能力が向上する。 
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４ 活動（業務内容の詳細） 

 

  (1) 機材管理 

 

 １）実施方法等 

   ・ 要員、期間   1名 × 0.5月 

   ・ 実施時期   機材納入直後 

  ・ 実施場所    UBFS本部 

  ・ 対象者        機材管理の責任者、担当者 

 

   ２）日程及び指導内容 

  日     程           内                  容 

  1日目 (土)    移動日 

  2日目 (日)    打合せ、事前準備、機材・資料の確認 

  3日目 (月)    講義 「機材の維持管理・運用体制」 
     「管理組織システム、技能管理、整備用経費の確保・運用」 

  4日目 (火)   講義 「整備用施設・機材・工具類の調達・管理」、「スペアパーツ・原材
料・消耗品の調達・保管」 

  5日目 (水)    講義 「教育訓練と技術管理、技術レベルの確認方法と研修のあり方」 

 

  6日目 (木)   講義 「点検整備計画の作成と実施方法」 
     「車両、機材ごとの計画作成要領」 

  7日目 (金)   講義 「機材別、点検種別ごとの計画の作成、実施要領」 
     「点検整備マニュアルの種別・内容及び活用方法」 

  8日目 (土)   機材の準備 

  9日目 (日)    休日 

 10日目 (月)    実習 「点検整備の実習」  水槽付ポンプ車、タンク車、化学車 

 11日目 (火)    〃       〃    はしご車、照明電源車 

 12日目 (水)    〃       〃    通信設備(本部通信指令システム) 

 13日目 (木)    〃       〃    通信設備(署隊・車載、携帯局) 

 

 14日目 (金)    〃       〃    車両積載品、付属品、整備用機材等 
              総合実習及び評価 

 15日目 (土)   移動日 
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(2) 機材運用 

 

   1) 実施方法等 

  ・要員、期間  1名  × 0.5月 

  ・実施時期    機材納入直後 

  ・実施場所    UBFS本部 

  ・対象者    消防庁幹部、消防隊の指揮者、指令室員 

 

   2) 日程及び指導内容 

  日    程           内             容 
  1日目 (土)   移動日 

  2日目 (日)   打合せ、事前準備、機材・資料の確認 

  3日目 (月)   講義「消防通信システムの機能と運用方法」 
       本部通信指令システム、無線通信、有線通信 

  4日目 (火)   実習「消防通信システムの運用方法」 
      受信要領、指令通信要領(通信項目、用語例) 

  5日目 (水)   講義「部隊運用－Ⅰ」 災害活動体制、 指揮体制と情報通信 

 

  6日目 (木)   講義「部隊運用－Ⅱ」 部隊出場計画、運用計画の作成と活用 
     普通火災、大規模火災等 

  7日目 (金)   講義「消防活動戦術－Ⅰ」 
     災害種別ごとの消防戦術 

  8日目 (土)   機材の準備 

  9日目 (日)   休日 

 10日目 (月)   講義「消防活動戦術－Ⅱ」 
     災害種別ごとの消防戦術 

 11日目 (火)   実習「消防機材の運用、取扱－Ⅰ」 
    消防車両、機材の活用要領 

(水槽付ポンプ車、タンク車の連携活動等) 

 

 

 

 

 

 12日目 (水)   実習「消防機材の運用、取扱－Ⅱ」 
     特殊火災対策(耐火建物火災、密集地火災、油脂火災等) 

 13日目 (木)   講義「技能管理と教育訓練要領」 
     教育訓練計画とカリキュラム、安全管理 

 14日目 (金)   総合実習及び評価 

 15日目 (土)   移動日 
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５ 業務内容・成果 

 

業務改善状況の指標と成果品は次のとおりである。 

 

(1)  機材管理 

 

1) 指標 

   ① 点検整備の種別ごと、機材ごとの実施状況 

  ② 機材の稼働率（故障発生率） 

   ③  機材管理に関する教育訓練の実施回数、人員 

 

2) 成果品 

   ① 消防機材点検整備マニュアル 

 

  (2) 機材運用 

 

1) 指標 

   ①  火災等の災害への出動車両数 

   ②  消防車両の災害現場への到着時間及び消火・救助に要した時間 

   ③  消防活動に関する教育訓練の実施回数、人員 

 

2) 成果品 

① 消防活動戦術マニュアル 

    ② 消防機材取扱マニュアル 

 

６ 添付書類  

 

(1) 本ソフトコンポーネントのＰＤＭ 

(2) 工程表 

 



プロジェクト・デザイン・マトリクス（ＰＤＭ） 

添付２         プロジェクト名：モンゴル国消防機材及びメンテナンス・ワ－クショップ改善計画（ソフトコンポ－ネント） 
プロジェクトの要約 指標 指標の入手手段 外部条件 

上位目標 
ウランバ－トル市の消防活動が適切
に実施され、火災等の災害による被
害が軽減される 

 
 
・火災等による被害が減少する 
・消防体制が強化される 

 
 
・ 火災統計 
・ 消防庁資料 

 
 

「モ」国の消防防災体
制強化等が継続される 

プロジェクト目標 
[機材管理] 
消防機材が適切に維持管理され、災
害活動において十分に機能が発揮さ
れる 
[機材運用] 
消防部隊が災害の状況に応じて最適
に運用され、また適切な消防活動が
実施される 

 
 
 
 
 
 
 
・ 火災等への出場車両台数の増加 
・ 火災等による損害額が減少 

 
 
 
 
 
 
 
・火災統計 
・消防庁の災害活動記録 

 
 
 
 
 
 

ウランバ－トル市の消
防体制の強化等が継続
される 

成果 
[機材管理] 
①消防機材の維持管理が計画的に行
われる 
②点検整備の技術レベルが向上する 
 
③消防機材の故障率、維持管理費用
が減少する 
 
[機材運用] 
①災害の状況（種別、規模、危険性
等）に応じて消防部隊、人員が効果
的に投入される 
②災害の状況に応じた消防戦術が確
立され特殊な災害への対応力が向上
する 
③消防隊員の活動技術が向上する 

 
 
①点検整備計画と実施結果との比較 
 
②機材管理の教育訓練の実施回数、人員 
③消防機材の故障率、維持管理費用 
 
 
 
①災害等への出動車両状況 
 
 
②消防車両の到着時間、消火救助に要し
た時間 
 
③消防活動訓練の実施回数、人員 

・  
・  
・ 火災統計 
・ 消防庁の機材管理記録 
・ 消防庁の教育訓練記録 
 
 
 
 
[成果品] 
・ 消防機材点検整備計画 
・ 消防設備基準、マニュアル 
・ 消防部隊出場／運用計画 
・ 消防活動戦術マニュアル 
・ 消防機材取扱マニュアル 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ウランバ－トル消防局
の機材管理体制が現在
のレベルより後退しな
い 
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本プロジェクトが円滑
に進められる 

 
 
 
 
 

活動 
[機材管理] 
・ 機材の維持管理体制の整備 
・ 点検整備計画の作成 
・ 点検整備マニュアルの作成 
・ 点検整備技術指導の実施 
[機材運用] 
・ 通信システムを活用した部隊出 
・ 場／運用計画の作成 
・ 火災種別等に応じた消防活動戦 
・ 術マニュアルの作成 
・機材取扱マニュアルの作成 
・ 技術向上訓練の実施 
・  
 

 

投入 
日本側 
ソフトコンポ－ネント要員 
機材管理 1 人ｘ0.5 月 
機材運用 1 人ｘ0.5 月 
資料作成 
マニュアルテキスト（ 
5 種類）〇〇〇万円 

 
「モ」国側 
・人件費 
・研修運営費 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前提条件 
ウランバ－トル市民が
本プロジェクトの実施
に反対しない 

 

資料 9-11 



：国内業務 ：現地業務 ：機材輸送期間

カレンダー月

通  　算  　月

交換公文調印（E/N）

コンサルタント契約

現地調査

入札図書作成

入札図書承認

入札公示

現説、図渡し      

入札    

入札評価

業者契約

（外務省認証）

業者打合せ等

機器製作図承認

機器製作（通信機材）

機器製作（消防車輌）

検査（第3者検査機関との打合せ業務等）

事前確認、打合せ

機器輸送（通信機材）

機器輸送（消防車輌）

機器調整 （アンテナ設置）

運転指導

検収･引渡

ソフトコンポーネント工程表

消防機材及び通信設備の維持管理

消防機材及び通信設備の運用技術

通　訳（A）

4 7 8 96

契
約

通　訳（B）

平成14年度

現
地
傭
人

ソ
フ
ト
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト

日
本
人
技
術
者
要
員
計
画

3
61 2

実
施
設
計

53 4
32

11 128
11 12 1

担　　　　当

調
　
達
　
工
　
程

平成13年度

5
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0.50

0.50

0.50

0.50

(△）

0.60

0.40
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